
－1－ 

 

平成１９年９月期  第１四半期財務・業績の概況（非連結）   平成 19 年２月７日 

会社名  （JASDAQ・コード番号：９９４１） 

（ＵＲＬ http://www.taiyo-bussan.co.jp ）   

問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長：柏原 弘  

 責任者役職・氏名 執行役員 総務部長：宮内 敏雄      ＴＥＬ：（03）5402-8181 

 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： ○有 ・無 

（内容）税金費用等、一部簡便的な方法を採用しております。 
② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有・○無  
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有・○無  

 
 
２．平成 19 年９月期 第１四半期財務・業績の概況（平成 18 年 10 月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 
 
(１)経営成績の進捗状況                             （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期） 
純  利  益  

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％ 

19 年９月期第１四半期 14,637 △9.0 121 41.0 97 60.9 42 31.9 

18 年９月期第１四半期 16,078 4.7 86 △43.8 60 △48.1 32 △49.5 

(参 考 )18 年 ９ 月 期 66,793  346  268  201  

 

 １ 株 当 た り 四 半 期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１ 株 当 た り 四 半 期 
( 当 期 ) 純 利 益 

  円    銭 円    銭 

19 年９月期第１四半期 5 03 － － 

18 年９月期第１四半期 3 81 － － 

(参 考 )18 年 ９ 月 期 24 07 － － 

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
  

 
 
［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 

当第１四半期におけるわが国経済は、各業界・企業の格差はあるものの、企業収益の改善や設備投資の

増加等を背景に雇用情勢も安定しており、個人消費にはまだ弱さが見られるものの景気は緩やかに回復し

ております。その中で当社は、食品の国内消費低迷や市況の変動により、売上高・数量が減少した商品も

ありましたが、中国向けを中心とした輸出は順調に増やすことができました。この結果、売上高は 146 億

37 百万円（前年同期比 14 億 41 百万円減、9.0％減）と減収となりましたが、営業利益は１億 21 百万円（前

年同期比 35 百万円増、41.0％増）、経常利益は 97 百万円（前年同期比 36 百万円増、60.9％増）、当四半期

純利益は 42 百万円（前年同期比 10 百万円増、31.9％増）と増益となりました。 

なお、当第１四半期の業績は、概ね当初の予想に沿った推移をいたしております。（部門別の状況は、添

付書類を参照。）
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(２)財政状態の変動状況                                        （百万円未満切捨） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円     銭 

19 年９月期第１四半期 19,252 6,220 32.3 741 66 

18 年９月期第１四半期 20,994 6,097 29.0 727 04 

(参 考 )18 年 ９ 月 期 18,135 6,543 36.1 780 25 

 
【キャッシュ・フローの状況】                                       （百万円未満切捨） 

 営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
四半期末（期末）残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19 年９月期第１四半期 △2,343 △111 914 308 

18 年９月期第１四半期 △1,287 △101 1,045 429 

(参 考 )18 年 ９ 月 期 1,300 220 △443 1,849 

 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 
 

当第１四半期における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ 15 億 40 百万円減少し、３億８百

万円となりました。又、当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期における営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を 97 百万円計上し、

未払費用の増加３億 51 百万円等の収入がありましたが、売上債権の増加 15 億４百万円、たな卸資産の

増加８億 10 百万円等の支出により、23 億 43 百万円の支出（前年同期は 12 億 87 百万円の支出）となり

ました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による１億 26 百万

円の支出等により、１億 11 百万円の支出（前年同期は１億１百万円の支出）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金による純収入 10 億円、配当

金の支払による 54 百万円の支出により、９億 14 百万円の収入（前年同期は 10 億 45 百万円の収入）と

なりました。 

 

○ 添付資料：（要約）第１四半期貸借対照表、（要約）第１四半期損益計算書、（要約）第１四半期キャッシュ・

フロー計算書、第１四半期部門別売上高 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
 
 
【参 考】 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
 
当該四半期の業績は、概ね当初予想に沿った推移をいたしておりますので、中間期及び通期の業績予想

につきましては、平成 18 年 11 月 14 日に発表いたしました「平成 18 年９月期 決算短信(非連結)」に記

載の予想と、現在のところ変更はございません。 

 

以 上 本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき、当社で判断したものであります。 

予想に内在する様々な不確定要因や外部環境等の変化により、実際の業績と異なる可能性がありますのでご承知おき下さい。 
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〔 添 付 資 料 〕 
１．（要約）第 1四半期貸借対照表 

（単位：千円、％） 

当四半期 
平成 19 年９月期 
第１四半期末 

前年同四半期 
平成 18 年９月期 
第１四半期末 

増  減 
（参考） 

平成 18 年９月期 科   目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      
現金及び預金 308,788 429,406 △120,617 △28.1 1,849,651 
受取手形 473,284 291,667 181,617 62.3 382,860 

売掛金 9,512,161 10,386,096 △873,935 △8.4 8,097,639 
有価証券 99,910 99,950 △40 △0.0 99,910 
たな卸資産 5,815,872 6,849,560 △1,033,688 △15.1 5,005,515 

その他 1,513,670 1,121,290 392,379 35.0 1,234,236 
貸倒引当金 △28,000 △95,000 67,000 △70.5 △10,200 

流動資産合計 17,695,685 19,082,970 △1,387,285 △7.3 16,659,613 

Ⅱ 固定資産      
有形固定資産 353,713 636,023 △282,310 △44.4 355,765 
無形固定資産 7,293 7,736 △443 △5.7 7,853 

投資その他の資産 1,236,965 1,293,769 △56,804 △4.4 1,133,032 
貸倒引当金 △40,819 △26,282 △14,536 55.3 △20,862 

固定資産合計 1,557,152 1,911,247 △354,094 △18.5 1,475,788 

資産合計 19,252,838 20,994,218 △1,741,379 △8.3 18,135,402 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      
支払手形 941,789 1,238,182 △296,392 △23.9 1,219,225 
買掛金 1,668,342 2,186,035 △517,692 △23.7 1,401,123 

短期借入金 8,200,000 8,400,000 △200,000 △2.4 7,200,000 
１ 年 内 返 済 予 定 長 期 借 入 金 － 260,000 △260,000 － － 
未払費用 1,563,051 2,199,089 △636,038 △28.9 1,201,105 

未払法人税等 13,656 7,675 5,980 77.9 49,508 
その他 370,337 330,472 39,864 12.1 216,991 

流動負債合計 12,757,177 14,621,455 △1,864,278 △12.8 11,287,954 

Ⅱ 固定負債      
退職給付引当金 48,077 67,986 △19,908 △29.3 46,786 

役員退職引当金 216,242 206,925 9,317 4.5 214,698 
その他 11,110 200 10,909 5,443.5 42,116 

固定負債合計 275,430 275,112 318 0.1 303,601 

負債合計 13,032,608 14,896,568 △1,863,959 △12.5 11,591,555 

（資本の部）      

資本金 － 1,149,859 △1,149,859 － － 
資本剰余金 － 1,111,800 △1,111,800 － － 
利益剰余金 － 3,745,439 △3,745,439 － － 

その他有価証券評価差額金 － 90,829 △90,829 － － 
自己株式 － △279 279 － － 

資本合計 － 6,097,650 △6,097,650 － － 

負債及び資本合計 － 20,994,218 △20,994,218 － － 
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（単位：千円、％） 

当四半期 
平成 19 年９月期 
第１四半期末 

前年同四半期 
平成 18 年９月期 
第１四半期末 

増  減 
（参考） 

平成 18 年９月期 科   目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

（純資産の部）      
Ⅰ 株主資本      

資本金 1,149,859 － 1,149,859 － 1,149,859 
資本剰余金 1,111,800 － 1,111,800 － 1,111,800 
利益剰余金 3,903,069 － 3,903,069 － 3,915,370 

自己株式 △279 － △279 － △279 

株主資本合計 6,164,449 － 6,164,449 － 6,176,750 

Ⅱ 評価・換算差額等      
   その他有価証券評価差額金 84,138 － 84,138 － 87,392 

繰延ヘッジ損益 △28,357 － △28,357 － 279,703 

評価・換算差額等合計 55,780 － 55,780 － 367,096 
純資産合計 6,220,229 － 6,220,229 － 6,543,847 

負債及び純資産合計 19,252,838 － 19,252,838 － 18,135,402 
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２．（要約）第 1四半期損益計算書 

（単位：千円、％） 

当四半期 
平成 19 年９月期 
第 １ 四 半 期 

前年同四半期 
平成 18 年９月期 
第 １ 四 半 期 

増  減 
（参考） 

平成18年９月期 科   目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

Ⅰ 売上高 14,637,182 16,078,579 △1,441,397 △9.0 66,793,304 

Ⅱ 売上原価 14,174,245 15,695,455 △1,521,209 △9.7 65,193,678 

売上総利益 462,936 383,124 79,812 20.8 1,599,625 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 341,026 296,643 44,383 15.0 1,253,585 

営業利益 121,909 86,480 35,429 41.0 346,040 

Ⅳ 営業外収益      

受取利息 938 130 808 621.5 2,255 

受取配当金 974 779 195 25.0 2,210 

受取賃貸料 1,708 1,027 681 66.3 5,282 

為替差益 7,354 － 7,354 － － 

その他 6,028 1,360 4,668 343.2 5,027 

営業外収益合計 17,005 3,297 13,707 415.7 14,775 

Ⅴ 営業外費用      

支払利息 36,412 11,225 25,186 224.4 41,573 

為替差損 － 14,861 △14,861 － 21,143 

支払保証料 2,560 2,560 0 0.0 10,161 

その他 2,739 727 2,012 276.6 18,985 

営業外費用合計 41,713 29,376 12,337 42.0 91,863 

経常利益 97,201 60,402 36,799 60.9 268,952 

Ⅵ 特別利益 11 － 11 － 234,910 

Ⅶ 特別損失 － － － － 65,710 

税引前四半期（当期）純利益 97,213 60,402 36,811 60.9 438,152 

税金費用 55,000 28,400 26,600 93.7 236,220 

四半期（当期）純利益 42,213 32,002 10,211 31.9 201,932 
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３．（要約）第 1四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

 

当四半期 

平成 19年９月期 

第 １ 四 半 期 

前年同四半期 

平成 18年９月期 

第 １ 四 半 期 

（参考） 

平成 18 年９月期 

区   分 金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期（当期）純利益 97,213 60,402 438,152 

減価償却費 3,565 4,849 17,469 

貸倒引当金の増減額（△は減少額） 37,756 1,857 △88,362 

退職給付引当金の増減額（△は減少額） 1,291 △2,426 △23,626 

役員退職引当金の増加額 1,544 1,737 9,510 

受取利息及び受取配当金 △1,913 △925 △4,466 

支払利息 36,412 11,225 41,573 

為替差益 △797 △1,968 △3,187 

売上債権の増減額（△は増加額） △1,504,945 17,286 2,232,126 

たな卸資産の増減額（△は増加額） △810,356 △692,588 1,143,826 

仕入債務の減少額 △10,215 △668,168 △1,472,037 

未払費用の増減額（△は減少額） 351,220 494,983 △503,000 

その他 △471,859 △501,456 △451,838 

小  計 △2,271,083 △1,275,191 1,336,140 

利息及び配当金の受取額 1,897 910 4,445 

利息の支払額 △25,644 △11,146 △40,415 

法人税等の支払額 △48,612 △2,354 154 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,343,441 △1,287,781 1,300,324 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の売却による収入 13,527 － － 

投資有価証券の取得による支出 △126,422 △151 △50,616 

投資事業組合からの分配による収入 9,000 4,000 20,800 

投資事業組合への出資による支出 － △100,000 △100,000 

その他 △7,964 △5,029 350,065 

投資活動によるキャッシュ・フロー △111,860 △101,181 220,249 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額 1,000,000 1,100,000 △100,000 

配当金の支払額 △54,514 △54,514 △54,498 

その他 △31,303 － △289,136 

財務活動によるキャッシュ・フロー 914,181 1,045,485 △443,635 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 256 △209 △380 

Ⅴ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 加 額 （ 又 は 減 少 額 ） △1,540,863 △343,687 1,076,557 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,849,651 773,094 773,094 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 308,788 429,406 1,849,651 
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４．第 1 四 半 期 部 門 別 売 上 高 

（単位：千円、％） 

当四半期 
平成 19 年９月期 
第 １ 四 半 期 

前年同四半期 
平成 18 年９月期 
第 １ 四 半 期 

増  減 
（参考） 

平成 18 年９月期  

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

農 産 部 5,347,414 4,906,872 440,542 9.0% 24,474,180 

食 糧 部 6,281,341 8,058,872 △1,777,530 △22.1% 29,739,244 

生 活 産 業 部 1,178,102 1,455,177 △277,075 △19.0% 5,171,667 

産 業 機 材 部 1,830,324 1,657,658 172,666 10.4% 7,408,211 

合 計 14,637,182 16,078,579 △1,441,397 △9.0% 66,793,304 

 

【農 産 部】 

食品用大豆においては、大豆を利用する食品の国内消費低迷が続き、国内の荷動きも依然として鈍

く、産地農場との契約生産や現地サプライヤーとの密接な関係による高品質かつ安定した供給に徹し

ましたが、売上高・数量ともに前年同期比減少となりました。しかしながら、菜種においては安定し

た品質と価格にて供給した結果、売上高を大幅に増加させることができました。 

この結果、売上高は 53 億 47 百万円（前年同期比４億 40 百万円増、9.0％増）となりました。 

 

【食 糧 部】 

牛肉においては、米国産が昨年７月末に輸入を再開したものの、厳しい輸入条件のもと、需要が喚

起されぬ状況が続いており、一方豪州産も産地の干ばつから価格が高値に推移し、国内消費も暖冬の

影響で不振でした。そのため、売上高・数量ともに減少となりました。 

鶏肉においては、中国・タイ・米国など発症国からの生肉が輸入停止状態の中、各社がブラジル産

の輸入に頼り市況価格を下押しさせておりましたが、回復の傾向にあります。しかしながら当第 1四

半期においては売上高・数量とも減少となりました。 

この結果、売上高は 62 億 81 百万円（前年同期比 17 億 77 百万円減、22.1％減）となりました。 

 

【生 活 産 業 部】 

繊維関連においては、生糸・撚糸などの原料糸及び製品は暖冬の影響などにより市場価格が下がり、

売上高・数量共に減少となりました。鉄鋼関連においては、国内外とも需要は堅調であったものの、

仕入れ供給サイドに出荷余力がなく、取扱数量を増加させることができず売上高・数量ともに減少と

なりました。玄蕎麦においても国内消費の減少が避けられず売上高・数量とも減少となりました。 

この結果、売上高は 11 億 78 百万円（前年同期比２億 77 百万円減、19.0％減）となりました。 

 

【産 業 機 材 部】 

中国においては、来年開催される北京オリンピック、2010 年の上海万国博覧会に向けて大規模なイ

ンフラ整備が中国政府による金融引締政策の緩和と相俟って行われており、建機需要は引続き旺盛で

ありました。当社取り扱いの車両関連においては、安全面における新規制（３C強制認証）等の影響

が解消されたことなどにより、エンジンや車輌部品などの売上げは好調となり、売上高を増加させる

ことができました。 

この結果、売上高は 18 億 30 百万円（前年同期比１億 72 百万円増、10.4％増）となりました。 

 

以 上  


